









 筆者は 2008 年に発表した『近代満洲の開発と移民：渤海を渡った人びと』（以下、拙著と略
記）において 18 世紀から 20 世紀にいたる時期、山東と満洲地域の間で人口移動が発生した背
景、それが双方の地域にもたらした影響について議論した(1)。ただし史料的制約により考察の

























































































少に見舞われたが、清初以降当地への移民は徐々に増加していった。17 世紀末から 18 世紀初
頭にかけて、康煕年間の後半になると多くの山東出身者が渤海を越えて満洲へと渡っていった。

































































私は乾隆 59 年 10 月に家を出発、関東［満洲］に来て、従兄弟の薬屋に住み、教師をして
日々を過ごしておりました。……。”）(9) 
 
彼は乾隆 59 年（1794 年）に山東南部の日照県を発って従兄弟を頼って遼陽州へと向かった。



















が、その内ただ 5 人だけが証明書を持っており、その余の 50 人並びに婦女 7 人は証明書を







 山東の各府では乾隆 39 年（1774 年）から 58 年（1793 年）にかけて毎年のように流民の不法
渡航についての報告がなされている(11)。だが実際に捕縛された事例はごく少数であり、報告書





















ろうと思い立ちました。……。10 月 20 日吉林を発ち、26 日の夜、威遠堡の柳條辺牆の破
















































































































































 さて再び山東半島登州府に視線を戻せば、本項で先に引用した 19 世紀後半の同治『黄県志』
の論調に比較して、これに先立つ 17 世紀後半の康煕『黄県志』の記述が比較的淡泊であったこ














































































乗」する人びとの実態を活写した(34)。さらに順治元年（1644 年）から光緒 22 年（1885 年）に
かけての漂着船取り調べ記録 182 件を分析し、その時期的な増減を明らかにした。それによる
と康煕年間（1662-1722 年）・雍正年間（1723-35 年）には 1 年間に約 0.5 隻の割合で遭難して
いたが、乾隆年間（1736-95 年）に入ると平均して 1 年約 1 隻が遭難するようになる。この数
字は嘉慶年間（1796-1820 年）に 1 年約 2 隻の割合へと増加し、1 つのピークに到達する。その
後、遭難数は減少し、道光年間（1821-50 年）に 1 年 0.8-0.9 隻、咸豊年間（1851-61 年）に再び
増加して 1 年約 1.7 隻と第二のピークに達した。続く同治年間（1862-74 年）、光緒年間（1875
年以降）は 1 年 1 隻強と減少した。これが全体の傾向を反映したものとすれば、19 世紀初頭に
沿海航路を通る船舶数は隆盛の極に達したと考えられる。またその船の出身地は満洲 25、山東





















人口が 10 年で 2 倍になる「十年一倍」という急増現象が起こった。四川や台湾西部がすでに飽
和状態を迎えた 19 世紀初頭以降においても、満洲はこれらに比して遙かに大きな開発の余地と
人口の収容力を有していた。 






の特徴と考える。乾隆 20-30 年代（1755-74 年）、吉林（船廠）、伯都訥、寧古塔等で流民が発
見され、清朝はその対応を迫られた。彼らについては伯都訥へと移してそこで登録し税糧を徴
収することとした。この他、阿勒楚喀、拉林では雍正 4 年（1726 年）から乾隆 22 年（1757 年）
までにあわせて 200 戸が流入、居住していたと報告されている(37)。その約 20 年後、乾隆 45 年




（また仮住まいをする民人 193 戸を査出したが、その中には以前からの流民が 165 戸いた。
乾隆 43 年に調査を行って以来、新たにやってきた流民は 28 戸で、それぞれ入籍させるか
追い払った。）(38) 
 
新たに査出された 193 戸の内、乾隆 43 年以前のものは 165 戸、以降の流入者は 28 戸であっ




  吉林   実在民人 23,781戸  125,847人 
  寧古塔  実在民人  1,428戸    5,292人 
  伯都訥  実在民人  4,199戸   24,332人 
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  三姓   実在民人      53戸     298人 








































るに法庫門の辺門より出入りすれば往復 4～500 里［約 200～250 ㎞］、威遠堡辺門より出
入りすれば更に遠回りになり、実に農民にとって不便です。調べてみると当地は直接開原
県まで路が通じていれば僅かに 20 里［約 10 ㎞］余り離れているだけです。……。”）(42) 
 




 以上述べたことが 19 世紀初頭の変容の第一の特徴である。続いて第二の特徴として、ある地
域内においても従来の未墾地が開墾され、その既成事実が追認されるようになったことが挙げ
られる。次の史料はやや時期は遡り 1870 年代、遼東南部の岫巌庁五塊石地方の流民問題に言及
している。乾隆 26 年（1761 年）以降に山東からの流民がはいりこみ簡素な住宅を建てていた。
そこにはもともと兵丁の為の官有牧場があったのだが、彼らはこの土地を密かに開墾していた。





（盛京将軍の調査するところによれば、乾隆 26 年［1751 年］より次第に開墾し積み重な


























































































































年）まで貧民が出関するということはなかった。ところが 6 年 7 月に直隷に水害が発生、再び
貧民の出関が発生した。その翌年の 7 年は豊作であったにもかかわらず 8 年春に到るまで人び
との出関は続いた。この対策を怠ったことによりその時山海関副都統の任にあった韋陀保は処
分を受けた(52)。 
 6 月 28 日、内閣に対する上諭では、直隷・山東に対して、民人らはこの度期限を定めた後は、
家族を連れて出関し禁例を犯してはならない、とした。7 月 11 日に直隷総督、山東巡撫、山海
関副都統等に降した上諭には、新たな禁例を公布しても、しばらくはそれを知らない民が関門
に押し寄せるかも知れず、追い返せば往復の旅路が徒労に終わるだろう、故に本年 10 月 1 日ま
では出関を許す、とした。 
























の連任率の供述によると“彼は 6 月に当地に至り、2 万人余りが掘っ立て小屋 600 余りを
建てて、鍛冶や炉を設けて大きな船を造って木材を運んでおり、官兵もそれを禁止できな
いのを目撃した。並びにその首領となっているのが劉文喜、秦士雷、鮑有祥、張九、孫有

































































な辺外での盗伐は乾隆 56 年（1791 年）に始まると推察されている(60)。 








朝鮮王国は清朝の官兵と協力し獐子島で犯人の捕縛に成功した。この約 1 箇月後の 10 月 26





















月 12 日以降、高麗溝事件については檔案からほぼ見られなくなる。 
 
 















































た。翌、乾隆 57 年 4 月の『軍機檔奏摺案録副』に収録される報告に依れば、昨年夏季には 1,413
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